
（様式１：企業 → 商工会議所 → 大学等） 

                                         【対面型】１ 

地元企業の魅力発見！北九州市「インターンシップ」事業 受入企業概要書・計画書 

企

業

概

要 

企 業 名 称 株式会社ヤマックス 

 注：受入れ時の書類（誓約書・覚書）に記載する「企業名称」をご記入ください。 

QR コード 

 

代 表 者 名 
（役職・氏名） 

代表取締役 山田 雄二 

 注：受入れ時の書類（誓約書・覚書）に記載する「代表者名」をご記入ください。 

本社所在地 
〒803-0801 

福岡県北九州市小倉北区西港町 15-77 

会社ＵＲＬ https://www.yamax-kokura.jp/ 

従 業 員 数 340 名 

事 業 内 容 

2005 年に運送業としてスタートし、定期・チャーター・スポット便といった輸

送サービスをはじめ、ドライバーや物流作業員の派遣業、倉庫保管業、宅配水事

業など、トータル物流サービスへと事業を拡大中。官公庁、公共機関、医療機関、

一般企業にいたるまで、あらゆる業種・業界をお客様とし、創業以来黒字経営を

達成。さらに多彩な事業展開・積極的なエリア展開を進めています。 

（業種：物流業） 

書
類
送
付
先
等 

送 付 先 

（上記と異なる場合のみ） 

〒811-2112 

福岡県糟屋郡須恵町植木 151 

担 当 部 署 名 管理部 

担 当 者 名 
（役職・氏名） 

採用担当・松岡芹佳 

電 話 番 号 092-937-5531 

メールアドレス saiyou@yamax-kokura.jp 

学

生

の

申

込

条

件

等 

対 象 学 生 
大学院 大学 短大 専門 高専 

● ●    

希 望 学 部 
■ 学部不問      □ 希望学部（                ） 

⇒理系学部生の受入れ  ■ 可  □ 不可 

受入れに伴う 

選 考 
■ なし  

外国人留学生 

□ 不可    ■ 可  

日本語ﾚﾍﾞﾙ □ 挨拶程度 □ 日常会話ができる □ ■ 

募 集 方 法 ■ 他媒体なし □ 他媒体あり（媒体名：               ） 

そ の 他 条 件 車酔いをしない方 

セールスポイント・ 

学生へのメッセージ 

2003 年に北九州での創業した当社は、福岡を中心として各拠点で、荷主様の

ニーズの変化・多様化に合わせて時代の流れにマッチしたクオリティーの高い

物流サービスを提供しています。生活インフラの基盤の物流業界は今やなくて

はならない存在です。北九州・福岡で働きたい方、ぜひご参加ください！ 

日本語能力レベル  
N１認定 

日本語能力レベル  
N2 認定 



１【対面型】                                 

  

実 習 内 容 
 

１ 実習の条件等 

 内        容 

実 習 期 間 実働 5 日間、日程は相談の上決定します。 

商工会議所経由の
受 入 人 数 

各日程に対して、北九州本社 1 名・福岡本社 1 名 

受 

入 

場 

所 

部署名・職種 業務部・総合職 

所 在 地 等 
【北九州本社】〒803-0801 福岡県北九州市小倉北区西港町 15-77 

【福岡本社】〒811-2112 福岡県糟屋郡須恵町植木 151 

交 通 手 段 

◆最寄駅・最寄バス停からのアクセス ★最寄駅からの送迎もいたします 

【北九州本社】「JR 西小倉駅」または「JR 小倉駅」 

【福岡本社】「JR 須恵駅」または「JR 酒殿駅」 

受 

入 

条 

件 

１日の実習時間 8 時 00 分～17 時 00 分（休憩 60 分） 

期 間 中 の 休 日 ■ あり（土日祝日は休日） 

日給・時給の支給 ■ なし 

交通費等の支給 ■ なし 

 

２ 実習プログラム 

日程 内      容 テ ー マ 

初 

日 

（午前）会社説明・オリエンテーション 

（午後）入出庫見学・大型車の洗車体験・点呼・車両整

備 

・日報作成 

当社を始め、物流業界の概要を知る 

 

２
～
３
日
目 

・営業同行（お取引先様との商談見学） 

・積降見学 

・フォークリフト操作見学 

・トラック添乗 

・日報作成 

営業活動を通して物流業界の、全体像

を理解する。 

 

現場体験を通して当社の役割を理解

する 

４
日
目
～
最
終
日 

・実施報告書作成、仕上げ、発表 報告書の作成、発表を通じて学んだこ

と等を振り返るとともにプレゼン能

力の必要性を理解 

 

※実習内容は予定です。変更の可能性もありますのでご了承ください。 


